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・

　
吉
田
地
区
に
は
、
高
杉
晋
作
ゆ
か

り
の
史
跡「
東
行
庵
」が
あ
り
ま
す
。

こ
の「
東
行
庵
」は
晋
作
を
傍
ら
で
支

え
続
け
た「
お
う
の
」、
後
の
初
代
庵

主
梅ば

い
し
ょ
に

処
尼
が
、
晋
作
の
菩ぼ

だ
い提
を
弔
っ

た
場
所
で
す
。
当
初
、
山
縣
有
朋
が

寄
贈
し
た
無
隣
庵
を
菩
提
所
と
し
て

い
た
梅
処
尼
は
、
明
治
17（
１
８
８

4
）年
に
公
爵
毛
利
元
昭
を
は
じ
め
、

山
縣
有
朋
、
伊
藤
博
文
な
ど
の
寄
付

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
場
所
に
住
む

こ
と
と
な
り
、
後
に
晋
作
の
号
か
ら

「
東
行
庵
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
東
行
庵
境
内
に
は
、
晋
作
墓
、
顕

彰
碑
、
陶
像
、
東
行
池
、
東
行
記

しものせき
ナビ
vol.34

東
行
記
念
館

開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

休
館
日　
毎
週
月
曜
日（
祝
日
は
開
館
）、

　
　
　
　
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

観
覧
料　

大
人
300
円
、大
学
生
200
円（
２
階
）

住　
所　
下
関
市
吉
田
町
1
1
8
4
番
地

電　
話　
☎
284−

０
２
１
１（
１
階
）

　
　
　
　
☎
284−

０
２
１
２（
２
階
）

歴史を歩く

東　行　庵
（1884年）

念
館
な
ど
晋
作
に
関
係
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
市

立
東
行
記
念
館
で
は
、
晋
作
や
奇
兵

隊
の
遺
品
を
公
開
し
て
お
り
、
現
在
、

奇
兵
隊
結
成
150
周
年
記
念
企
画
展

「
高
杉
晋
作
と
奇
兵
隊
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
東
行
池
で
は
、
花
シ
ョ
ウ

ブ
が
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
見

ご
ろ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ「
東
行
庵
」を
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　　

5 平成25年６月号

ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
あ
る
か
ぽ
ー
と
地

区
の
西
側
エ
リ
ア
の「
く
つ
ろ

ぎ
交
流
ゾ
ー
ン
」約
４
０
０
０
平
方
㍍
に
、

昨
年
６
月
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
植
え
付
け
た
芝
生
苗
が

一
面
に
生
長
し
、こ
の
た
び
待
望
の
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
、
一
般
開
放
し
ま
し
た
。

　
4
月
20
日
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、

多
く
の
関
係
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

芝
生
保
護
の
た
め
に
囲
っ
て
い
た
く
い

を
抜
い
て
、
芝
生
化
の
完
了
を
祝
い
ま

し
た
。

　
こ
の
芝
生
は
、
1
万
６
０
０
０
株
の

芝
生
苗
を
、
公
益
財
団
法
人
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
か
ら
無
償
提
供
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。
冬
芝
の
種
ま
き
を
す
る
前

の
清
掃
作
業
に
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
皆

さ
ん
や
、
芝
生
が
無
事
生
育
す
る
よ
う
に

水
や
り
等
の
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
初
夏
の
爽
や
か
な
一
日
、あ
る
か
ぽ
ー

と
の
芝
生
に
足
を
運
び
、
関
門
海
峡
の

景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
弁
当
を
広
げ
た

り
、伸
び
伸
び
と
芝
生
の
上
で
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
多
く
の
方
に
く
つ
ろ
い
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
盆
や
大
型
連
休
な
ど
の
繁
忙
期
に

は
、
渋
滞
緩
和
の
た
め
、
臨
時
駐
車
場

と
し
て
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

る
か
ぽ
ー
と
」の
愛
称
は
、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア（
理
想
郷
）

と
ポ
ー
ト（
港
）の
複
合
語

で
す
。
本
市
で
は
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
な
り
、
観
光
客
な
ど
交
流
人
口
の
さ

ら
な
る
拡
大
を
図
る
た
め
、
あ
る
か
ぽ

ー
と
を
、
短
期
計
画
に
基
づ
き
、
国
道

側
・
東
側
・
西
側
の
三
つ
の
エ
リ
ア
に

分
け
て
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
国
道

側
の
エ
リ
ア
を「
賑
わ
い
・
交
流
支
援

の
ゾ
ー
ン
」と
し
て
、世
界
的
な
コ
ー
ヒ
ー

専
門
店
を
は
じ
め
、
市
民
や
観
光
客
が

利
用
で
き
る
飲
食
店
を
誘
致
。
東
側
の

エ
リ
ア
は「
賑
わ
い
創
出
の
ゾ
ー
ン
」と

し
て
、
大
観
覧
車
を
中
心
と
す
る
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト（
娯
楽
）施
設「
は
い
！

か
ら
っ
と
横
丁
」の
建
設
が
今
年
9
月

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。

西
側
の
エ
リ
ア
で
は
、
海
峡
の
景
観
を

満
喫
で
き
る「
く
つ
ろ
ぎ
交
流
の
ゾ
ー

ン
」と
し
て
、
ふ
頭
用
地
の
芝
生
化
を
行

い
ま
し
た
。

　
秋
に
は
あ
る
か
ぽ
ー
と
一
帯
が
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。「
海
峡
の
ま
ち
・
下

関
」の
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
が
加
速

さ
れ
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
中
尾
市
長
の
似
顔
絵
は
、
豊
浦
町
在

住
、ペ
ン
ネ
ー
ム
マ
ー
ブ
ル
さ
ん
の
作
品
。

関
門
海
峡
を
眺
め
な
が
ら
、

　
　
芝
生
で
く
つ
ろ
ぎ
ま
せ
ん
か

芝生化の完了を多くの皆さんと祝いました。（４月20日）

こ

元気

UPアップ通信
中
尾
市
長
の
似
顔
絵
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
右
上
の
似
顔
絵
と
同
程
度
の
比
率
で
作
成
し
た
も
の
と
、
住
所
、
氏
名

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、
電
話
番
号
を
、
広
報
広
聴
課（
〒
750−

8
5
2
1
市
内
南
部
町
１
番
１
号
）へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市民と市長を結ぶコラム

市ホームページ「市長の部屋」へどうぞ。http://www.city.shimonoseki.lg.jp/
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